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０.プロフィール（個人）

詳細は、山形大学研究者情報に公開。
URL: http://yudb.kj.yamagata-u.ac.jp/html/200000148_ja.html

• 平成18年3月に神戸大学大学院経営学研究科博士後期課程修了、博
士（経営学）を取得。同年4月、神戸大学企画評価室採用。大学機関
別認証評価、国立大学法人評価等の第三者評価に関連する業務に加え、
神戸大学情報データベース（KUID）の管理運用等を担当。

• 平成25年10月、独立行政法人大学評価・学位授与機構研究開発部に
着任し、国立大学法人評価の枠組みの検討や質保証に係る調査研究等
に従事。

• 平成27年4月から現職。主として企画評価、IR業務に従事。その他、大学
評価及び大学における意思決定支援機能としてのIR（Institutional
Research）に関する研究を推進するほか、大学評価コンソーシアム副代
表幹事（企画担当）、文部科学省中央教育審議会教学マネジメント特
別委員会委員、科学技術・学術政策研究所客員研究官、名古屋大学IR
戦略室特任教授、鹿児島大学IRセンター特任教授等の活動を通じて、日
本の大学における大学評価及びIR業務の高度化、データベースの構築等に
関する話題提供や提言を行っている。

【員数等】（2020年5月1日現在）

・学生数：約9,000人、生徒児童数：約1,300人

・教職員：約3,000人
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0.プロフィール（大学）

学部 入学定員 在籍者数

人文社会科学部 290 1,320
地域教育文化学部 175 734
理学部 210 901
医学部 165 995
工学部 650 2,763
農学部 165 676

計 1,670 7,389

大学院 入学定員 在籍者数

修士・博士前期課程 428 947
博士・博士後期課程 69 256
専門職学位課程 20 42

計 517 1,245

（地域別入学者数）2020年4月入学者
東北：64％、関東：17％、北陸・中部：13％
※東北の内訳：山形県：24％、宮城県：23％、福島県：7％

（地域別就職者）2020年3月卒業者
東北：54％、関東：31％、北陸・中部：6％
※東北の内訳：山形県：26％、宮城県：20％、福島県：4％

（主な卒業生）
吉本隆明（思想家）、藤沢周平（小説家）
上田準二（ﾕﾆｰ･ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ（株）代表取締役社長）
西海和久（株式会社ブリヂストンCOO）他

（先進的な研究分野）
有機材料、ナスカ地上絵、総合スピン科学、分子疫学他

最上

村山

置賜

庄内

小白川キャンパス
人文、地教、理、
附属学校等
飯田キャンパス
医学部、附属病院

米沢キャンパス
工学部

鶴岡キャンパス
農学部

⇒大学関係者：約15,000人（山形県人口の約1％、山形市人口の約5％）

【構成】
・６学部（人文・地教・理・医・工・農）

7研究科、医学部附属病院、附属学校 等



１. 山形大学におけるIR（１）

4URL： https://ir.yamagata-u.ac.jp/what-is-ir/

山形大学次世代形成・評価開発機構IR部門
（ Office of Institutional Research &
Effectiveness, OIRE）は、データの収集およ
び分析を行い、大学コミュニティへの情報提
供を通じて、山形大学の継続的改善と、デー
タに基づく意思決定を支援します。

・IR（Institutional Research）とは
客観的なデータ分析に基づいた大学におけ
る諸活動の効果検証及び、情報提供等を通
じた大学の意思決定又は業務の継続的改善
を支援すること

・IE（Institutional Effectiveness）とは
IR機能を活用して効果検証を行い、大学と
して継続的改善の循環プロセスを実行する
こと
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IEIR

学外公開
・学校基本調査
・大学基本情報

３ポリシー
・学部、大学院とも教育プログラム

単位で策定
プログラム・レビュー
・カリキュラム・チェックリスト
・カリキュラム・マッピング
・適正なシラバス作成
・IRデータを組合せた認定

試行中
・Cost Recovery
・教育活動の基準点
・教室配当、時間割

学内限定
・財務指標
・Fact Book
・成績分布
・基盤力テスト
・入学者レポート
・入試レポート
・TOEICスコア
・アンケート
など

１. 山形大学におけるIR（２）



１. 山形大学におけるIR（３）
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FTE：2.4
藤原：0.9
鈴木：0.6
水戸：0.5
浅野：0.4
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学内の各種データ統合し、分析結果を可視化

基盤力テストの結果
と学生の履修履歴や
出席情報等のIRデー
タを用いて、教育プ
ログラムごとに学生
の学びの到達度を分
析するモデルを開発
し、教育の質保証を
強化。

２. 実践事例１：学内データの活用（１）
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２. 実践事例１：学内データの活用（２）

学内の各種データ統合し、分析結果を可視化

入学動機、成績評価
の分布状況などの教
育データに加え、財
務指標等の推移を可
視化し、カリキュラム
改善や持続的な経
営に資するための意
思決定に活用

9

３. 実践事例２：公開データの活用（１）
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３. 実践事例２：公開データの活用（２）

http://portal.niad.ac.jp/ptrt/table.html/
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３. 実践事例２：公開データの活用（３）

複数シートに分かれているた
め、加工・統合が必要

変
換



12URL： https://ir.yamagata-u.ac.jp/reports/bi-reports/

oireyu2016

３. 実践事例２：公開データの活用（４）
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３. 実践事例２：公開データの活用（５）
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４. まとめ

• 日本の大学においては、総じて学内にデータが散在し
ており、収集が困難、収集できても活用までに乗り越
えるべき障壁が多数存在。

• 学内データの収集・活用が難しいようであれば、公開
データを用いることで、自大学の現状把握とともに他
大学とのベンチマーキングなども実施できるため、こ
こから着手し、データに基づく意思決定を推進する文
化を醸成していくことが肝要。

• 公開データの可視化に当たっては、活用を促進する
ユーザコミュニティの形成、可視化の手法や効果的な
図表等を作成するための研修の機会が不可欠。
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